
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 手甲部（１Ａ）の一部に伸縮性生地（２）を用いたスポー
ツ用手袋 て、該伸縮性生地（２） 過伸長防止部を備え
　

　

スポーツ用手
袋。
【請求項２】
　前記過伸長防止部は、前記手甲部（１Ａ）と別部材で構成された過伸長防止部材（３Ａ
～３Ｅ）を含む、請求項 載のスポーツ用手袋。
【請求項３】
　前記過伸長防止部は、前記手甲部（１Ａ）を延長した部分により構成される、請求項

載のスポーツ用手袋。
【請求項４】
　前記過伸長防止部を、前記スポーツ用手袋

各指部の長手方向、前記手甲部（１Ａ）における手首側に位置する部分から前記各指部
間に向かう方向および前記各指部の並ぶ方向の少なくとも１方向に延在させる、請求項１
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使用者の手の甲側に位置する
であっ よりも伸縮性の小さい 、

前記伸縮性生地（２）を、使用者の手の小指から人差し指までの中手指節関節（１０）
および人差し指の中手骨（１１）に沿うように配置し、

前記過伸長防止部は、前記伸縮性生地（２）の両側に位置する前記手甲部 (１Ａ )同士を
接続し、前記伸縮性生地（２）の一部および前記手甲部（１Ａ）の一部に重なるように前
記手甲部（１Ａ）の一部および前記伸縮性生地（２）の一部に縫着される、

１記

１
記

において使用者の手の各指をそれぞれ受入れ
る



から請求項 のいずれかに記載のスポーツ用手袋。
【請求項５】
　前記スポーツ用手袋は、 人差し指 の付根部分を構成
する人差し指基部（２２）と、 親指部の付根部分を構成する
親指基部（２１）と、前記手甲部（１Ａ）において手首側に位置する手首側部（２６）と
を含み、
　前記過伸長防止部は、前記人差し指基部（２２）と前記親指基部（２１）の間から前記
手首側部（２６）に延在する、請求項１から請求項 のいずれかに記載のスポーツ用手袋
。
【請求項６】
　前記スポーツ用手袋は、 人差し指 の付根部分を構成
する人差し指基部（２２）と、 親指部の付根部分を構成する
親指基部（２１）と、 薬指部の付根部分を構成する薬指基部
（２４）と、前記手甲部（１Ａ）において手首側に位置する手首側部（２６）とを含み、
　前記過伸長防止部は、前記薬指基部（２４）から前記手首側部（２６）に延在する部分
と、前記人差し指基部（２２）と親指基部（２１）の間から前記手首側部（２６）に延在
する部分と、前記親指基部（２１）から前記手首側部（２６）に延在する部分とを有する
、請求項１から請求項 のいずれかに記載のスポーツ用手袋。
【請求項７】
　前記スポーツ用手袋は、 人差し指 の付根部分を構成
する人差し指基部（２２）と、 親指部の付根部分を構成する
親指基部（２１）と、 中指部の付根部分を構成する中指基部
（２３）と、前記手甲部（１Ａ）において手首側に位置する手首側部（２６）とを含み、
　前記過伸長防止部は、前記中指基部（２３）から前記手首側部（２６）に延在する部分
と、前記人差し指基部（２２）と親指基部（２１）の間から前記手首側部（２６）に延在
する部分とを有する、請求項１から請求項 のいずれかに記載のスポーツ用手袋。
【請求項８】
　前記伸縮性生地（２）は、 手の小指から中指までの近位指節間関節（１２）に
沿うように前記スポーツ用手袋 小指部から

中指部の各指部に縫着された指先側部分を含み、
　前記過伸長防止部は、前記指先側部分の一部と重なるように前記小指部から前記中指部
の少なくとも１つの指部にその長手方向に延在するように縫着される、請求項１から請求
項 のいずれかに記載のスポーツ用手袋。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、伸縮性生地を用いたスポーツ用手袋に関し、より特定的には、伸縮性生地の過
伸長を防止する部分を設けることによりフィッティング性を改善したスポーツ用手袋に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、手袋の一部に伸縮性生地を用いたものは、多く提案されている。例えば、実公昭６
１－９６７１号では、各指のまちに伸縮性に富む材料を用いたゴルフ手袋が示されている
。実公平１－３１２５２号では、甲部の小指、薬指、中指の基部より人差指の上部までと
、締めバンドを取り付ける側の胴部および親指甲部の第一関節位までに伸縮布地を縫合し
たゴルフ手袋が示されている。実開平５－５１３８３号では、掌部よりも甲部に伸縮性の
あるシート地を使用し、親指の付け根部の周縁に難伸縮性生地を使用したゴルフ手袋が示
されている。また、図９に示すように、ゴルフクラブのグリップを握った時に、特に伸張
力の掛かる部分の生地を打ち抜いたり、生地の端部より切り欠いて、伸縮性生地を縫着し
たスポーツ用手袋は公知である。
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３

使用者の手の を受入れる人差し指部
使用者の手の親指を受入れる

４

使用者の手の を受入れる人差し指部
使用者の手の親指を受入れる

使用者の手の薬指を受入れる

４

使用者の手の を受入れる人差し指部
使用者の手の親指を受入れる

使用者の手の中指を受入れる

４

使用者の
において使用者の手の小指を受入れる 使用者の

手の中指を受入れる

７



【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
実公昭６１－９６７１号や実公平１－３１２５２号のゴルフ手袋は、ゴルフクラブのグリ
ップを握った時に、伸縮性に富む材料あるいは伸縮布地が伸長することによる作用にのみ
着目している。ゴルフ手袋は手口部を引っ張って着用することが多いが、その際、伸縮性
部材が伸びてスムーズに着用できない場合がある。また、打球時には強くグリップを把持
するが、その際、伸縮性部材が伸びてグリップがずれ、かえってフィット感を損なうこと
がある。
【０００４】
実開平５－５１３８３号のゴルフ手袋によれば、弱い握力でグリップを握ることができる
とともに、着用時に手口部を引っ張っても、親指付け根部周縁の難伸縮性生地によりスム
ーズに着用できる。しかし、親指付け根部周縁以外の甲部全体が伸縮性生地のため、やは
り打球時のフィット感を損なうことがある。
【０００５】
図９に示すスポーツ用手袋は、特に伸張力の掛かる部分にのみ伸縮性生地を縫着して上記
問題点を改善しているが、デザインが複雑で縫製が難しくなるばかりでなく、縫い目が手
に当たりフィット感を損なうことがある。
【０００６】
本発明は、上記の課題を解決するためになされたものである。本発明の目的は、フィット
感を向上することができ、かつ簡易な方法で製造可能なスポーツ用手袋を提供することに
ある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明に係るスポーツ用手袋は、手甲部の一部に伸縮性生地を用い、該伸縮性生地の過伸
長を防止するための過伸長防止部を備える。ここで、手甲部とは、手の甲側に位置する部
分のことを称し、たとえ手掌側から連続して手甲側に延びる部分であっても手甲側に位置
する限り上記手甲部に含むものとする。
【０００８】
　

過伸長防止部は、
伸縮性生地の一部および手甲部の一部に重なるように手甲部

に縫着される。
【０００９】
また、過伸長防止部は、手甲部と別部材で構成されてもよく、手甲部を延長した部分によ
り構成されてもよい。
【００１０】
また、過伸長防止部を、スポーツ用手袋の各指部の長手方向、手甲部における手首側に位
置する部分から各指部間に向かう方向および各指部の並ぶ方向の少なくとも１方向に延在
させることが好ましい。
【００１２】
上記スポーツ用手袋は、人差し指の付根部分を構成する人差し指基部と、親指部の付根部
分を構成する親指基部と、手甲部において手首側に位置する手首側部とを含む。そして、
過伸長防止部を、人差し指基部と親指基部の間から手首側部に延在させてもよい。
【００１３】
また、上記スポーツ用手袋は、人差し指基部および親指基部と、薬指部の付根部分を構成
する薬指基部と、手首側部とを含む。そして、過伸長防止部は、薬指基部から手首側部に
延在する部分と、人差し指基部と親指基部の間から手首側部に延在する部分と、親指基部
から手首側部に延在する部分とを有する。
【００１４】
また、上記スポーツ用手袋は、人差し指基部および親指基部と、中指部の付根部分を構成
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上記伸縮性生地を、使用者の手の小指から人差し指までの中手指節関節および人差し指
の中手骨に沿うように配置する。このとき、 伸縮性生地の両側に位置す
る手甲部同士を接続し、 の一
部および伸縮性生地の一部



する中指基部と、手首側部（２６）とを含む。そして、過伸長防止部は、中指基部から手
首側部に延在する部分と、人差し指基部と親指基部の間から手首側部に延在する部分とを
有する。
【００１５】
上記伸縮性生地は、手の小指から中指までの近位指節間関節に沿うようにスポーツ用手袋
の小指部から中指部の各指部に縫着された指先側部分を含む。このとき、過伸長防止部は
、上記指先側部分の一部と重なるように小指部から中指部の少なくとも１つの指部にその
長手方向に延在するように縫着される。
【００１７】
【発明の実施の形態】
本発明のスポーツ用手袋は、天然皮革あるいは人工皮革を主体とし、手甲部の一部に伸縮
性生地を用いたものであり、該伸縮性生地が必要以上に伸びること（過伸長）を防止する
過伸長防止部を有する。
【００１８】
過伸長防止部としては、たとえば伸縮性生地の一部に重なるように手甲部に縫着された過
伸長防止部材、伸縮性生地の一部を他の部分よりも低伸縮性（難伸縮性）にしたもの等を
挙げることができる。なお、過伸長防止部材は、手甲部と別部材で構成されてもよく、手
甲部を延長した部分で構成されてもよい。
【００１９】
伸縮性生地はニット生地で、たとえば手の小指から人差し指までの中手指節関節および人
差し指の中手骨に沿うように配置される。また、伸縮性生地は、手の小指から中指までの
近位指節間関節に沿う部分にも配置される。このように伸縮性生地は、グリップを握った
時に、特に伸張力の掛かる部分に配置される。
【００２０】
なお、伸縮性生地にエバール (ポリエチレン・ビニルアルコール )繊維やエバール繊維とポ
リエステル繊維の複合糸、吸汗性ポリエステル繊維等の吸放湿性あるいは吸汗性の高い素
材を用いると、より発汗による蒸れを防ぐことができる。
【００２１】
過伸長防止部は、ニット生地よりも伸縮性の小さい部材または伸縮性は大きいが弾性率の
高い部材で構成され、人工皮革、天然皮革、合成皮革、合成ゴム、樹脂成形品等を任意の
形状で用いる。
【００２２】
人差し指部と親指部の間にゴルフクラブや野球バット等のグリップを握って打球した時に
は、人差し指部の付根部を構成する人差し指基部から親指部の付根部を構成する親指基部
に至る部分が、手掌側に引っ張られる。この部分の伸びを抑制するには、過伸長防止部を
、人差し指基部と親指基部の間から手首側に延在させればよい。
【００２３】
また、小指から人差し指の関節が曲がる縦方向（各指の長手方向）の伸びを抑制するには
、上記各指部の付根部を構成する基部と手首側に位置する部分（手首側部）と結ぶように
過伸長防止部を設けたり、各指の近位指節間関節よりも指先側に位置する指先部と手首側
部とを結ぶように過伸長防止部を設けることが望ましい。なお、過伸長防止部を、手首側
部から各指の基部へ延びるように分岐した形状とすることもできる。
【００２４】
また、手甲部の横方向（各指が並ぶ方向）の伸びを抑えるには、親指基部と手首側部を結
ぶように過伸長防止部を設けてもよいが、人差し指基部下から小指基部下に延在するよう
に過伸長防止部を設けてもよい。
【００２５】
【実施例】
（第１実施例）
以下、図１から図８を用いて、本発明についてより具体的に説明する。
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【００２６】
図１および図２に、本発明の第１実施例におけるスポーツ用手袋１を示す。これらの図に
示すスポーツ用手袋１は、手甲部１Ａと、この手甲部１Ａに選択的に縫着された伸縮性生
地２と、過伸長防止部材３Ａとを備える。
【００２７】
手甲部１Ａは、主体材料の天然皮革を裁断して形成され、手掌部と縫着される。伸縮性生
地２は、図３に示す手の小指から中指までの近位指節間関節１２に沿う箇所、図３に示す
小指から人差し指までの中手指節関節１０に沿う箇所および人差し指の中手骨１１に沿う
箇所に配置され、手甲部１Ａに縫着される。
【００２８】
過伸長防止部材３Ａは、ベルト状であり、人差し指基部２２と親指基部２１の間に一端を
有し、他端を手首側部２６上に有し、伸縮性生地２の上に延在する。過伸長防止部材３Ａ
は手甲部１Ａに縫着され、この過伸長防止部材３Ａにより、人差し指基部２２と親指基部
２１の間に位置する部分と、手首側部２６とを接続することができる。
【００２９】
上記の過伸長防止部材３Ａを設けることにより、スポーツ用手袋１の装着時あるいは使用
時における伸縮性生地２の過伸長を抑制することができ、スポーツ用手袋１のフィット感
を向上することができる。また、過伸長防止部材３Ａの形状もシンプル（図１では直線形
状）なので、過伸長防止部材３Ａの縫着も容易に行なえ、また、図９に示す従来の手袋の
ように、特に伸張力のかかる部分を打ち抜いて伸縮性生地を縫着したものに比べると縫い
目が少なくなるので、縫い目が手に当たりフィット感を損なうことをも回避することがで
きる。
【００３０】
なお、過伸長防止部材３Ａの代わりに、過伸長防止部材３Ａの直下に位置する伸縮性生地
２の一部を、伸縮性生地２における他の部分よりも低伸縮性あるいは高弾性の材質として
もよい。この場合にも、過伸長防止部材３Ａを設けた場合と同様の効果を期待できる。こ
の思想は、以下の各実施の形態にも適用可能である。
【００３１】
また、手甲部１の手首側部２６に、スポーツ用手袋１の脱着および締付けがし易い、面フ
ァスナーを縫着した装着ベルト４を取り付けている。
【００３２】
上記伸縮性生地２にはウレタン繊維のツーウエイトリコット生地、ベルト状の過伸長防止
部材３Ａにはスポーツ用手袋１の主体材料である天然皮革を用いている。
【００３３】
（第２実施例）
次に、図４を用いて、本発明の第２実施例について説明する。図４に示す第２実施例のス
ポーツ用手袋１は、手掌側の主体材料を手甲側へ回り込ませるとともに手掌側材料で人差
し指部を形成し、この人差し指部の付根部を構成する人差し指基部２２を手首側部２６上
に延在させて過伸長防止部を形成している。すなわち、人差し指基部２２から手首側部２
６に向けて延出する部分を有するように手掌側の主体材料を裁断して過伸長防止部を形成
している。なお、上記手掌側の主体材料の延在部（過伸長防止部）は、人差し指基部２２
と親指基部２１間に位置する部分から手首側部２６に向けて延出するものであれば、過伸
長防止部材３Ａと同様の効果を期待できる。
【００３４】
また、図示はしないが、手首側部２６から人差し指基部２２と親指基部２１との間に位置
する部分に向けて手首側部２６（手甲部１Ａの主体材料）を延出するように裁断して上記
延在部を形成してもよい。
【００３５】
（第３実施例）
次に、図５を用いて、本発明の第３実施例について説明する。図５に示す第３実施例のス
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ポーツ用手袋１では、三つ又状の過伸長防止部材３Ｂを縫着している。過伸長防止部材３
Ｂは、第１実施例の場合と同形状の伸縮性生地２の上に延在し、手首側部２６から薬指基
部２４に向かう第１部分と、手首側部２６から人差し指基部２２と親指基部２１の間に向
かう第２部分と、手首側部２６から親指基部２１に向かう第３部分とを有する。
【００３６】
上記第１部分は、薬指基部２４上に一端を、他端を手首側部２６上に有し、第２部分は、
人差し指基部２２と親指基部２１の間に一端を、他端を手首側部２６上に有し、第３部分
は、親指基部２１上に一端を、他端を手首側部２６上に有する。
【００３７】
上記のような形状の過伸長防止部材３Ｂを採用することにより、グリップを握った時の、
スポーツ用手袋１の縦方向（親指以外の指の延在方向、つまり図５における上下方向）に
おける伸縮性生地２の過伸長、横方向（各指の並ぶ方向、つまり図５における左右方向）
における伸縮性生地２の過伸長および打球時の人差し指と親指の間から手首側部２６に向
かう斜め方向における伸縮性生地２の過伸長を抑制することができる。
【００３８】
なお、本実施例では手首側部２６から上記三方向へ過伸長防止部材３Ｂを延出させたが、
手首側部２６から上記三方向のうち二方向へ過伸長防止部材を延出し、残りの一方向には
ベルト状の過伸長防止部材を延在させたり、上記三方向にそれぞれ延在する３本のベルト
状の過伸長防止部材を設けてもよい。
【００３９】
（第４実施例）
次に、図６を用いて、本発明の第４実施例について説明する。図６に示す第４実施例のス
ポーツ用手袋１は、第１実施例の場合と同形状の伸縮性生地２と、Ｙ字状の過伸長防止部
材３Ｃとを有する。
【００４０】
過伸長防止部材３Ｃは、中指基部２３上から伸縮性生地２の上を経て手首側部２６上に延
在する部分と、人差し指基部２２と親指基部２１の間から伸縮性生地２の上を経て手首側
部２６上に延在する部分とを有し、手甲部１Ａに縫着される。上記の構成によっても、第
３実施例のスポーツ用手袋１と同様の効果を得ることができる。
【００４１】
（第５実施例）
次に、図７を用いて、本発明の第５実施例について説明する。図７に示す第５実施例のス
ポーツ用手袋１は、第１実施例の場合と同形状の伸縮性生地２と、ベルト状の過伸長防止
部材３Ａ，３Ｄと備える。
【００４２】
過伸長防止部材３Ｄは、手の小指から中指までの近位指節間関節１２よりも指先側に位置
する手甲部１Ａ（指先部）上から、各指部に縫着された伸縮性生地２（指先側部）上、小
指基部２５を含む各指部の基部上および該各指部の基部直下に位置する伸縮性生地２上を
経て手首側部２６上に延在し、手首側部２６における中手指節関節１０下に位置する部分
に達する。つまり、過伸長防止部材３Ｄは、小指部から中指部の長さ方向に２つの伸縮性
生地２上を縦断するように手甲部１Ａに縫着される。
【００４３】
なお、過伸長防止部材３Ａの形状は、第１実施例の場合と同様である。このような過伸長
防止部材３Ｄを備えることにより、より効果的に伸縮性生地２の縦方向における過伸長を
抑制することができる。
【００４４】
（第６実施例）
次に、図８を用いて、本発明の第６実施例について説明する。図８に示す第６実施例のス
ポーツ用手袋１は、伸縮性生地２と、ベルト状の過伸長防止部材３Ｅとを有する。
【００４５】
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伸縮性生地２は、エバール繊維とポリエステル繊維の複合糸を用いて作製されたニット生
地で構成され、小指基部２５上方から人差し指基部２２上方に至る上端部分から下方に延
び、手の小指の中手骨１１上方と人差し指の中手骨１１下方を結ぶ曲線に達する。つまり
、本実施例では、上記の各実施例の場合よりも伸縮性生地２を拡張し、手首側部２６の上
方部分を伸縮性生地２で構成している。
【００４６】
そして、図８の上下方向における伸縮性生地２のほぼ中央部分上に、左右方向に延びるよ
うに過伸長防止部材３Ｅを設けている。この過伸長防止部材３Ｅにおける左右方向の両端
部は手甲部１Ａに縫着されるが、それ以外の部分は伸縮性生地２と縫着されない。
【００４７】
上記構成によれば、伸縮性生地２の左右方向の過伸長を抑制することができるとともに、
手首側部２６における発汗による蒸れを防ぐことができる。
【００４８】
また、本実施例のように、伸縮性生地２とベルト状の過伸長防止部材３Ｅが重なり合う部
分を縫着せず間隙を設けておくと、この部分の通気性を損なうことがなく、更に発汗によ
る蒸れを防ぐことができる。
【００４９】
【発明の効果】
本発明は、上記の構成を有しているので、下記のような効果を奏する。
【００５０】
過伸長防止部を設けているので、本発明に係るスポーツ用手袋を着用してゴルフクラブや
野球バット等のグリップを握った時に、伸縮性生地が伸びすぎるのを抑制することができ
る。また、スポーツ用手袋を着用し易くなる。さらに、打球時の強い衝撃やねじれが加わ
っても、伸縮性生地が伸びすぎず、グリップがずれたり、フィット感を損なうこともない
。
【００５１】
また、上記過伸長防止部は、特に伸張力の掛かる部分に設けられた伸縮性生地の一部に重
なるように、たとえば直線形状等のシンプルな形状の部材等を手甲部に縫着するだけで形
成できるので、製法が簡易となる。
【００５２】
さらに、上記のように製法が簡易でありながら、手甲部を部分的に打ち抜いたり、切り欠
いて伸縮性生地を縫着する等の複雑な構成のスポーツ用手袋と同等以上の効果を得ること
ができる。
【００５３】
さらに、過伸長防止部は、任意の大きさで、任意の位置に配置することができるので、様
々なフィット感に対応する設計を容易に行うことができる。
【００５４】
さらに、該過伸長防止部により、打球時にしっかり打球できるというイメージを持たせる
ことができるとともに、過伸長防止部上に印刷、刺繍などを施したり、伸縮性生地および
主体材料と異質あるいは異色の部材を用いることで、意匠的にも優れたものとすることが
できる。
【００５５】
さらに、手甲部における手首側部の上部に吸放湿性または吸汗性の高い伸縮性生地を用い
ることで、より手首上部の発汗による蒸れを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１実施例のスポーツ用手袋の平面図である。
【図２】　第１実施例のスポーツ用手袋でゴルフクラブのグリップを握った状態を示す斜
視図である。
【図３】　手の骨格図である。
【図４】　第２実施例のスポーツ用手袋の平面図である。
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【図５】　第３実施例のスポーツ用手袋の平面図である。
【図６】　第４実施例のスポーツ用手袋の平面図である。
【図７】　第５実施例のスポーツ用手袋の平面図である。
【図８】　第６実施例のスポーツ用手袋の平面図である。
【図９】　従来のスポーツ用手袋の平面図である。
【符号の説明】
１　スポーツ用手袋、１Ａ　手甲部、２　伸縮性生地、３Ａ、３Ｄ、３Ｅ　ベルト状の過
伸長防止部材、３Ｂ　三つ又状の過伸長防止部材、３Ｃ　Ｙ字状の過伸長防止部材、４　
装着ベルト、１０　中手指節関節、１１　中手骨、１２　近位指節間関節、２１　親指基
部、２２　人差し指基部、２３　中指基部、２４　薬指基部、２５　小指基部、２６　手
首側部。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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